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自由民主党千葉市議会議員団 

◎平成３０年度千葉市当初予算のあらまし 

 平成３０年度千葉市当初予算について

は既に新聞報道等で明らかになっており

ますが原案のとおり可決されました。 

 一般会計が前年度比０．９％増の総額

４４５４億円。 

 一般会計歳入のうち、市税収入は１９

４２億円で前年度比１０．０％増。固定

資産税が評価替えなどで減額になるもの

の、県費負担移譲に伴う税源移譲により

個人市民税の税率が変わり市民税が増額

になることなどによります。また市債発

行予算額は４９０億３０００万円で前年

度比５．８％増です。 

 歳入に占める自主財源は２５８９億１

００万円。歳入総額に対して５８．１％

と前年度に比べ５．３％増です。 

 一般会計歳出では保健福祉の分野であ

る民生費が２．９％増の１５８９億１１

００万円。小中学校等の教育費が０．

５％減の６６３億７１００万円。公債費

が２．６％減の５２９億１９００万円。

道路整備・都市整備等の土木費が５．

０％増の５２３億２４００万円。健康・

医療等の分野である衛生費が２．７％増

の３５０億８１００万円。産業振興等の

商工費が３．８％減の３４９億３６００万円。総務費が２．５％増の２８６億１７０

０万円。消防費が１．８％減の１１６億８１００万円などの構成となっております。 

 また、特別会計（１７会計：企業会計を含む）は前年度比４．９％減の４４４８億

１５００万円で、全会計を合わせた予算規模は前年度に比べ１９１億６７００万円

減、２．１％減の８９０２億１５００万円です。 

 平成３０年度の主な新規事業としては、在宅医療・介護連携支援センターの設置や

千葉競輪・千葉公園体育館の再整備などがあり、拡充事業としては、オオガハスの普

及啓発のための「オオガハスの魅力発信」や小学校英語教育の充実などがあります。 

 また、花見川区関連では、東幕張土地区画整理事業（１１億６１００万円）。検見

川稲毛土地区画整理事業（５億３００万円）の他、市道横戸町２３号線の整備などが

あります。 
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◎平成３０年第１回定例会の一般質問について。（ご報告） 

 平成３０年第１回定例会は２月２０日

に開会し、平成３０年度千葉市当初予算

や後期高齢者医療、介護保険条例の一部

改正（保険料の改定）、高原千葉村設置

管理条例の廃止、千葉公園ドームと千葉

公園体育館（共に仮称）の用地の取得な

ど市長提出の５４議案と議員提出の発議

を審議し、３月１５日に閉会しました。 

 またこの定例会でも、一般質問を行い

ました。項目は右記のとおりです。   

 １点目の東京オリンピック・パラリン

ピックでは、本市におけるオリンピッ

ク・パラリンピック教育の進捗や東京２０２０大会マスコット投票、都市ボランティ

アの先行募集についてお尋ねし、様々なオリンピック・パラリンピックへの取り組み

を通して子供たちが大きく成長する機会となるよう求め、都市ボランティアの募集で

は更なる周知と多種多様な人材の確保と人材育成を求め。国や東京都や千葉県、大会

組織委員会など関係機関と連携して東京２０２０大会開催に向けた準備や様々な取り

組みを効果的に進めていくよう求めました。 

 ２点目の高齢者福祉のうち、介護保険サービスでは、４月から始まる次期介護保険

事業計画で重点的に取り組む事項などについてお尋ねし、次期計画においても介護保

険施設や地域密着型サービスの更なる充実や不足している介護人材の確保へ向けた施

策展開を求めるました。 

 次の共生型（障害児者・高齢者）サービスでは、障害福祉サービス事業所からの参

入見込みなどについてお尋ねし、この共生型サービスは今回の介護保険法改正で４月

から一つの福祉サービス事業所で障害児者と高齢者のケアプラン等が作成できるよう

になること（障害児者が６５歳になっても引き続きこれまでのサービス事業所でサー

ビス等利用計画書からケアプランを作成できる）に触れ、障害者・高齢者双方にとっ

て利用しやすいものになるよう求めました。。 

 ３点目の学校適正配置では、市内の小中学校における児童生徒数や小規模校・大規

模校の現状と今後の見通し、４月からの第３次学校適正配置実施方針の取り組みなど

についてお尋ねし、学校は子供たちが仲間と共に勉学に励み、人間的に成長するため

の場所であることから、子どもたちのことを第一義に考えて、学校適正配置（学校統

合）を進め、児童生徒たちが一日でも早く良好な教育環境で充実した教育を受けられ

るようにするよう要望し、地域合意を求めるために何年も費やし、子供たちが待たさ

れることのないよう求めました。 

 今後もこれらの課題に取り組み、課題解決に努めていこうと思います。 

平成３０年第１回定例会 
 

３月１２日（月） 

１１：００～１１：４５ 
 

 ◎一般質問通告項目 

 １ 東京オリンピック・パラリンピック 

   について 

 ２ 高齢者福祉について 

  （１）介護保険サービスについて 

  （２）共生型（障害児者・高齢者） 

     サービスについて 

 ３ 学校適正配置について 

 


